
■プラグを抜き、冷えてからお手入れをしてください。

■台所用洗剤とスポンジを使ってください。

　ベンジン･シンナー･みがき粉･たわし等を使うと本体の変色や変形、または表面を傷つけてしまいます。

【内鍋】

■内鍋を洗うときは内鍋プラグを上にしてプラグ部分に水がかからないようにしてください。

　また、洗った後は良く乾燥させてください。

■内鍋の丸洗いは絶対にしないでください。

　内鍋プラグをぬらすと故障の原因となります。

【本体･蓋･仕切り】

■食器用洗剤とスポンジを使って丸洗いした後、良く拭いて乾燥させてください。

【温度調節器】

■水か食器用洗剤でぬらし、固く絞った布巾でふき取ってください。

■温度調節器の丸洗いは絶対にしないでください。

　温度調節器内部がさびて故障の原因となります。

１．内鍋プラグを本体差込口に合わせます。
　　本体底の断熱ボタン受けの穴に内鍋底の断熱ボタン(４ヶ所)が入るように
　　してそのまま落とし込みます。

１．温度調節器を抜いてください。
２．本体差込口部分を手前にして右図の位置で両手で持ってはずしてください。

　　【仕切り】　おでんなどの料理をするときに使用します。
　　【目　皿】　蒸し物料理の際に使用します。内鍋の目皿受けにのせてお使いください。

　　・内鍋の縁と本体の隙間が均一であることを確認します。

　　・本体の周囲 (本体の下、周囲 20cm 以内 )に燃えやすいものがないことを確認します。

　　・パイロットランプが消えていることを確認してから温度調節ダイヤルを回します。
　　・パイロットランプが点灯して加熱します
　　・ダイヤルで指定した温度に達するとパイロットランプは消灯、点灯を繰り返して適温を保ちます。

　　・ダイヤルを「切」に戻して、差込プラグを持ってコンセントから抜きます。
　　・焦げ付きが残った場合は鍋の温度が冷めない内にキッチンペーパー等を箸で摘み、優しくこすって　
　　　汚れを落とします。
　　　落ちにくい場合は水を少量(200cc 程度)入れて加熱し、再度優しくこすります。

　　・温度調節ダイヤルを「切」に合わせます。
　　・温度調節器を本体と水平にして、しっかりと一番奥まで差し込みます。

●初めてご使用になるとき、煙やにおいが多少出ることがありますが、異常ではありません。ご使用に伴い出なくな
　ります。
●ご使用中、加熱によるきしみ音が発生することがありますが、故障ではありません。
●ご使用に伴い、鍋の表面に色ムラが出来ることがありますが、これは食品の油脂類によるもので、使用上差し支え
　ありません。

●天然木ですので、木目・節・色合・質感・質量等に自然なばらつきがあります。
●「焼杉風」に表面を焼いていますが、仕上りに自然なばらつきがあります。
●ご使用に伴い、木蓋に反り等の変形が生じることがあります。

ご注意

部品一覧

ご使用になる前に

内鍋のはずし方・取り付け方

■はずし方

【本体(木枠)及び木蓋について】

■取り付け方

ご確認ください。

品 名
型 名
電源および消費電力
本  体 寸 法 ( 約 )
重　　　量　　( 約 )
満 水 容 量
コ ー ド 長 さ ( 約 )
温 度 調 節
原 産 国

多用途おでん鍋ふるさとのれん
K S - 2 5 3 9

交流　1 0 0 V - 1 2 0 0 W
幅 3 8 7m m×奥行 2 9 7 m m×高さ1 8 0 m m

2 .6 k g
6 .5ℓ
1 .4 m

サーモスタット可変式
日本

ビニール製のテーブルクロス等の熱に弱いものの上では使用しないでください。

ご注意
調理後しばらくの間は鍋や蓋が熱くなっています。
お手入れは鍋や蓋が冷めた状態で行ってください。

ご使用方法

お手入れ

１．料理に合わせて、仕切り、目皿をセットしてください。

２．内鍋をセットします。

３．温度調節器を内鍋プラグにセットします。

４．差込プラグをコンセントにしっかり差し込みます。

５．本体の周囲を確認します。

６．加熱します。

７．料理が終わったら

ご注意 鍋に料理の残りを入れたまま保存するとフッ素樹脂が傷みます。

【　仕　様　】


